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つきあってくれたり，バスク語の辞書をバイヨンヌから買ってきてくれたり，試験の寒い冬空の朝
も，早くから，呼びに来てくれたりと本当にやさしく接してくれた。勿論，マルティネ先生は，パ
リから，いつも，論文が出るたびに，その抜き刷りを毎回，送ってくださり，必ず，ユーモアの一
言が，添えられてあった。フランスの大学院で学ぶ間，常に，言語学視点からのマルティネ先生か
らのご教授，直接の指導教官としてバスク語の講義・論文指導を頂いたアリエール先生，講義のあ
と毎回，復習に手助けしてくれたバイヨンヌから通っているバスク人の女子学生と，心暖かな人達
に囲まれ，実り多き私のバスク語研究が重ねられていった。
この時期から，アリエール先生が， 7 州のバスク語を，共通の一つのバスク語に編纂しその教え
に，毎週末，バスク州へ足を運んでいたのである。また，大学院の講義の復習を手伝ってくれてい
たバスク人の女子学生は，大学院修了後は，現地のバスク州で始まったバスク語学習の先生になる
といっていた。マルティネ先生，アリエール先生，彼女たちのバスク語回復の熱意と行動が，今，
花咲けるバスク語となり，蕾から開花させたのであった。
おわりに
バスク人とは「バスク語を話す人」の意味からきている。バスク語を話せれば，誰でも，「新・
バスク人」として，受け入れてもらえる。その基礎を築いたのが，アリエーリ先生をはじめとした
言語学者であり，彼女のように，地道に大学院に通い，アリエール先生の基でバスク語の理論を
知ってから，現地でのバスク語学習に，直に，教授してきた人たちの賜物が，2000年代に入り，浸
透し，花開いていったのである。バスク州は観光都市となり，本来の平和な街の姿を取り戻しただ
けではなく，観光・グルメの街として，世界から注目を集めるまでになった。
1989年のサン・セバスチャンは，まだ，フランコ将軍下の影響か残り，まるで，ユトリロが描い
た絵画の様に，100年位タイム・スリップした様な，町の様子であった。黒ずんだ建物，日傘をさし，
足元までの長い黒っぽいドレスを着たご婦人方が，公園でゆったりと過ごしていた。郵便事情の回
復が遅く，学会で買った本をフランスの自宅で受け取るまでに， 2 か月もかかった。バスクの復興
までには，もう少しの時間が必要であった。対照的なのは，バルセロナのあるカタラン州であった。
バルセロナでは，直ぐに，オリンピックが誘致され，友人と訪れた，サクラダファミリア教会の近
くでは，ポシャツを着て，忙しく働く若者が，立ちテーブルに，コカ・コーラとホットドックを運
んでくれた。まるで，ＮＹの様である。1989年のスペインでは，一方で，バルセロナに代表される，
オリンピックに向けて，アメリカ風に急ピッチで進んでいくカタラン自治州と，100年前にタイム・
スリップしたかのように古さを残すバスク自治州が，同じ国に，対局として，混在していた。
2021年の今，カタラン自治州は，独立を目指し過激となり，逆に，バスク自治州は，フランス・
バスク，スペイン・バスク共に，バスク地方として，世界からの，観光・グルメの平和な街として，
今，辛い軌跡が奇跡となり，バスク人本来の平和な営みを続けている。
今，花咲けるバスクに，幸，永遠にあらんことを心から祈っている。
　
バスクの“キセキ”
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1989年，世界学者バスク語会議にて
（スペイン，サン・セバスチャン）
